
委
員難
麟
蕪
」一
 

ン
童

生
勢
壬

受

履
 
す
る

だ
ろ
う
。
 

委
員
長

斎
呪
名
）
昇
 
水
道
料

の
 

委

員

長
 
阿

部
 
巌
夫
人

間
の
世
界
に
は
、
め
と
．
二

副
委
員
長
 
山

谷
 
満

広
中
月
で
一
控

「
o
の
4
代
か
ゃ
 

工
式
を
挙
行
し
た
。
 

（
写
真
 
起
 
エ
 
式

場
）
 

斎 隙 氏・ 

臨 西‘氏 

福 士 氏 

氏
 

部
‘
 

阿
 

予
 
小

田
桐
源
太
郎
 

《
 

葛
 
西
 
保
 

（
 
外

崎
彦
太
郎
 

（
 
仙
庭
 

栄
八

◇

経
済
常
任
委

員
 

〔
八名
）
 

委
員
畏
 
福
士
 

孝
一
 

副
委
員
長
 
原

田
市

大
郎
 

委
 
員
 

予
 

ク
 

《
 

(
 

《
 

松笹岩西増笠

本森崎谷田井 

些奮冨誉繁 
郎郎雄雌償昭 

"I 
I 

7 

 

 

イ
1
 

O部2円） 窮 5 ノ号 

1 

才ニー 	二二I矛 

* 	(ft) 2
.  111ri 	( 
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市

政
へ

の
信
念
ミ

活
力
 

総
務
部
長
 
高
 

橋
 
昇
 
一
 

十
ニ
回
盛
大
 

に
 
起
 
工
 
式
 

毘

沙

門

地
区
 

毘
沙
門
小
掌
校
 
1
1月
6
日
 
《
 

飯
 
詰
 
地
 
区
 
飯
詰
診

療
所

n
月
1
0日
 
《
 

貿
ぐ

さ
の
整

理
  

七
 
和
 
地
 
区
 
七
和
中
学

校
 
H
月
H
日
 
《
 

期
問

経

過
に

ご
注

憲
 

乾
橋
は昭
和五
年
架
設
され
、当
時
は
県
 
？
 
醜
麓
“
難
標
諾

籍
嬬
推
 

晴

れ
 
の
 
戴
帽
式
 

西
北
郡
民
多
年
の
要
望
で
あ
つ
た
乾
柵
の
架
替
工
事
は
い
よ
！く
総
工

費
二
億
円
，
三
カ

年
計
画
で
膚
工
す
る
こ
と
に
な
り
．
第
一
期
今
年
度
分
橋
卿
基
盤
打
込
工
事
は
五
所
川
原

市
斎
勝
組
で
落
札
〔

一
千
五
百
万
円
）直
ち
に
作
策
が
始
め
ら
れ
た
の
で
、
県
で
は
五
所

川
原
市
並
に
乾
橋
架
替
工
事
期
成
同
盟
会
と
共
催
で
ニ
十
二
日
建
設
大
臣
代
理
緒
方
事
務

官
、
山
崎
知
事
、
藤
田
県
道
路
課
長
、
県
踏
会
議
長
代
理
外
川
副
議
長
、
五
所
川
原
市
長

代
理
高
橋
総
務
部
長
，
原
商
工
会
鵬
所
会
頭
等
官
民
来
賓
二
百
余
名
参
列
し
て
盛
大
な
起
 

待
望

の
乾
橋
架
替

工
事
 

”
委員
”
器

鰐
 
滞

納
整
理
 

市 の 人 口 	、 」 市 の 人 口 

(9月末現在） 

総人口 49382 
男 	24・ 123 
女 	25・259 

世帯数 	9181 

を
飾
る
晩
秋
の
季
節
に
入
つ
た
 

自
然
界
は
、
い
ま
年
産
の
最
後
 今

後
は
給
水
を
停
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
願
い
 

こ
の
凝
縮
さ
れ
た
年
間
が
、
 

平
和
と
、
建
設
と
、
飛
躍
の
時

代
で
あ
る
よ
う
に
、
全
市
民
、
 

決
意
を
新
に
し
で
か
か
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
．
苦
難
に
満
ち

た
過
去
の
市
の
散
治
的
台
風
の

後
仕
末
は
、
お
よ
そ
出
来
上
つ

た
。
 

今
は
、
み
ん
な
が
、
非
常
な

活
力
を
も
つ
て
、
市
の
た
め
に
 

方
で
も
三
ケ
月
以
上
の
滞
納
あ

る
方
は
急
い
で
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。
 

納
付
し
な
い
で
お
り
ま
す
と
 深

く
考
え
込
み
な
が
ら
、
仕
事

に
取
組
ん
で
い
る
。
お
互
い
が

市
政
の
均
衡
を
は
か
つ
て
、
償

い
合
う
と
す
る
信
念
、
こ
れ
が

今
の
市
政
の
活
力
と
な
り
、
新

政
策
を
築
き
上
げ
る
原
動
力
と
‘
 

も
な
つ
て
い
る
。
 

も
ち
ろ
ん
、
何
人
も
短
所
も

弱
点
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
長
期
的
に
み
て
も
ら
い
ぱ
、
 

そ
の
信
念
の
ほ
ど
が
解
明
さ
れ

る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
 

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。
こ
れ
を
計
画
的
に
解

決
ー
て
行
く
こ
と
こ
そ
、
禍
を

転
じ
て
福
と
な
す
大
五
所
川
原

市
建
設
の
鍵
で
あ
る
。
 

い
。
 凄
贈
紗
器総
渓声
心
灘
難難
鷲
響
難
薄

」」
麟
綴
プ
ー
難
難
鶏
難
鷲
難
難
蹄
 

月
一
日
委
員
会
を
開
き
九
月
三
 

市
会
諸
員
改
選
に
よ
る
初
の
組
 

L
肥
り
議会
以
十
月
八
日
三
O
名

の
全
譲
》
H出
席
し
て
開
会
、
富

長
退
挙
1
1．投
県
を
用
い
ず
，
濡

場
の
推
醒
で
仙
庭
栄
八
氏
を
、
 

ま
た
副
駿
畏
も
同
機
推
選
で
葛

西
保
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
．
常

任
委
員
は
譜
長
指
名
で
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。
 

◇
総
務
常
任
委
員
 （

八名
）
 

映
詐
眼
 

か
鵬
 
唯

鵬

委
 
員
 
和
 
田
 

新
 

？
 

土

岐
 
令

次
 

議
長

仙
庭
 
副

葛
西
氏
 

満
場
推
選
で

き
め
る
 

◇
民
生
常
任
委
操
う
 
緯
鋒
錆
漏

環
鱗

輪
渓
濃
潔
濠
溶
 

て
 
マ

畏
 
m
響
護

統
賛
誌
 
躍
麗
議

5
1「
嘉
 
姻
繋
伽誌
鋪

助
 

．・
．
 

・
 
畏
 

（
七名
）
 
ス
、
医
学
博
士
の
学
位
を
得
た
祝
福
の
言
葉
を
受
け
て
厳
粛
な
 

学
に
提
出
中
の
学
位
請
求
臨
文

が
れ
の
白
帽
を
戴
き副
島
院
長
 

十日
馴
か
い
獲
難
難

襲
「
「
灘
麟
 

し
た
工
藤
直
三
郎
教
育
長
の
後
①
助
産
の
給
付
【
被
保
険
者
が
 
前
記
療
養
取
扱
機
関
の
医
師
 

」
脇
磐
麟
難
鍵
“
“
読
費

集
駄
鋪

講
競
琵
轟
繊
膿

鑓
鷲
喫
逸
氏
をそ
才
ぞ④
細
編
艦
」静
険
者
が
一
踊
染
踏

襲
維
護
 

（
教
育
長
十
月
九
日
付
発
令
）
 
死
亡
し
た
と
き
に
報
祭
費用
一
す
か
ら自
分
の
最
も
信
頼
す
る
 

・
 

，
  

r
一r
 

【
 
・
 
一
 

 
育
 

・
 

、
」
I

・
‘
 

.
 

．マ
 

敦
 

浪
 

j
 

な
く
全
額
と
ら
れ
ま
す
。
 

り
・
』・ー
 
詔
散
欝

裁
穀

野

鎚
銭

髪
難
離
難
 

り
・メ
 
①

被
保険
者証
（
受
診
証
）
は
猛
務
稽

経
雑

m
塁
馴
鷲
駿

m鶏
鱈
隣
譲
禁

譲
捨
 

①
被
保
険
者
証

（
受
診証
）
は
 

国

民
健

康
保
険

税
 

は
ど

の
よ

う
に
し
・
 

て
賦

課

さ
れ

る
か
 

H
月
は
日
 
・
 

の
約
 

三
ョ
 
首
 

、
一へ
 

自
衛
隊
の
 

種
 

痘
 

予
 
防
 

接
 
種
 

日
 

程
 

表
 

区
 

分
 

場
 

所
 
種
 

痘
 
期
 
日
 

検
 

診
 

日
 

旧
五所
川
原地
区
市
立西
北
病
院
旧臨
午
后
轟
葛

胃
飴
倉

姦
葛
 

三
好
地
区
ニ
ニ
好
診療
所
1
0
月
詣

（
 

旧
月
留

《
 

巾
 
川
 
地
 
区
 
中
川
診
療
所
 
旧
月
2
7日
 
・
 

H
月

2
日
 
一
 

長
 
柵
 
地
 
区

一
長
橋
診

療
所
 
旧
月
2
9日
 
》
 
一

H
月
5
日
 
・
 

栄
 

地
 

区
 
栄
 

支
 

所
 
旧
月
幻
日
 
《
 

・
H
月
6
日
 
《
 

梅
 
沢
 
地
 
区
 
梅

沢
 
支
所
 

H
月
5
日
 
・
 

H
月
1
2日
 
《
 

若
製
競
競

れ
鑓
熱
疑
 

大
片
か
判
立
 
割
葦

片
ド
ル
お雰
 
教
委
長
は喜
氏
 

国
民
健
康保
険
の
 
の
】部
と
して
その
郵
祭
を
 
」
綴
響
剃
畿
麟
郵
駿彩
叡

率
を
乗r
 

一
・
．‘.．
ー
 
ー
 ，
‘
ー
ー‘
・
一
：
“．川
，
 

！
ノ
、）b
tよ
A
一
．一
 

7
J
r
つ
由
、
”
市、
・
り』
？・
つ
一
 

‘
 
【
ト」
二・
・j
・
ト
 ・
●《
、ー
 

一r
ー
 
、
、‘!
'！
、・・
‘
レ…
一
 
．『
‘「
〉
‘

・，
ィ
」r」ノ
レロ
．一
．】
‘
ー
．
.
'？ー
ー，

ー
」
「
．
、
‘
「
1
，『
．
 
ー
‘
 

嚇麟
一
臨
織
糞罵
難
麟
「
麟
一
難
 

か
ら
、
五
所
川
原
市
と
対
岸
の
木
造
町
、
 

辻
 
三

郎
氏
 
肩
 

n
 

D
 
載
 
肩
 
式
 
動
、

運
転
資
金
の
回
収
な
ど
を
い
ま
す
か
引
紀
和
れ
如
。
相
同
 

加
い

町
乙
か

か
 
卵
翻
瑚

転
磁
附
額
）
を
賦
課
 

」
鷺
舗
鶏
難醒
野
昌
瓢豊
証
」
落
糾
 
晴

れ
の
戴
帽
式
 
紗
護
競
襲
器
誠

網
「輔
加
鼻
青
か
 
無
然
（
「」」
「
「
 

帰
富
潜
．
胃
慮

叱
冒
黙
鋸

鍵
纏
離
能

市
立西
北
中
央
病
院
に併
置
さ
式を終
え
た
・
 
し

た
いと
思い
ま
して
、期
間
 
ー
ー
 

謂
警
務

無
纂
銀
媛
鏑

毘
簾
構

郵
一
 

欝
瞬
灘
麟
鷲
麟
」議
購
欝
難
鷺
難
「簾

霞
慰
覆
馴
農
戸
鶏
響
麟

無
灘
誉
 

文
化
向
上
の
観
点
か
ら
一
自
も
ゆ
る
が
せ
定
し
た
。
 

を
受
け
た
。
 

《
ー
 
フ
 
、
 
一
 ・
ソ
 

ソ
 

？
 
」
、
 
ノ
 
ー
 
抽
加
刻
ナ
．
ー

「
，
‘.
.
i
”
け
い
「
H

；
ー
 
r・
‘、t
 

蒲
潜
」
」
濡
簿
』
」
西
北
中
央病
院
 
胸
鷲
器
れ
鯉
銚

教
育
長
に
川
浪
氏
 
落
レh

汽
汝
‘
滝
注為
汽
玩

③諮
轟
綴
畿
誹
」o
轟

鷺
「
破
唆
 

険
者

証
の

使

用

法
 
の
保

健
施
設
廿
国
保
直
営
病
院
（
己

・
事
務
費
、負
担
金

〔
補
間
納
付
額
と
し
て
い
る
わ
け
で
 

酬
勧
細
険
割
か
健
馴
伽
細
酬
 
呼
譜
吸
が
謙
映
師
弘
功
蝋
鵬

鵬
決
を
し
た
条
叫
で
規
定
き
れ
 

①
鷺
識鷺
難

麟
懸
蕪
機
難
 

川
 

い
「
？
割
卸
い
い
』い
か
『
．
 
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
 
助
臣
～」
い
ゆ擦
批
ゆ
か
暖
る
 
が
疑
問
の
点
等
に
つ
い
て
吐
 

シ
さ
h
』
」と
ぎ
土
皮
呆
負
●
 
、
，
，一

 

金
が
皆
さ
ん
の
納
付
し
て
い
 

1
昌
し
 

一難
繍
驚
醸
鷲
讐
騒
難
麟
細
機
竺
 

引
和
身
H
跳
加
所
断
心
撮
山
 
び
ほ
噛
の
予
助
津
り
小
て
噴
 
脚

m
肉
吋
は
m
全
割
柳
晦
）
て
お
り
ま
す
。
 

遼
浅
ぐ

の
奉業
有

講
護

輪
諮

叱
驚
数

加
驚
麟
敵

馴
 

鷲
難
一
「
難
難
 

訓
施
叫
諺

麟
碑
難
か
め
樋
 
立
日
 
楽
 
会

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
．
 

一
給
付に
対
す
る
補
助
金
を
加
え
奏
会
を
行
う
り
 

ー
ても
少
し
不
足
す
る
状
態
で
あ
 
市
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
お
い
 

ーフ
ま
す
。
 

で
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
ナ
 

松
 
島
 
地
 
区
  
松
島
 
支

所
 
旧
月
2
8日
 
《
 

H
月
4
日
  

《
 

一

H
月
応
日
 
‘
 

目
月
け
日
 
・
 

、
 

一
 

木村教委長 

広
 

市
 

原
 

一
日
 

《hノ
 

」
ソ・
“2
 

日
”
 

J・
0
 

‘
ー
  

、・
，年

一
 4
'
 

〔
叫ノ
 

、
 
n
J
 

ノ
不
 

C
昭
 

v
'J
 

「
日
（E
 

一1
0認 

り
方
物
 



成
田
教
務
主
任
の
手
 か
ら
あ
こ
 

一
目月

5
月
 
・
 

梅
 
沢
 
地
 
区
 
梅

沢
 
支
所
 

H
月
口
日
 
《
 

《
 

中
 
川
 
地
 
区
 

，
 

一H
月

2
日
 

中
川
診

療
所
一
旧
月

2
7日 

松
島
 

支

所
一
旧
月

2
8日
 
・
 

松
 
島
 
地
 
区
 

《
 

一
 
 H

月

6
日
 

栄
 
地
 

区

一
栄
 
支
 
所

I
9月
3
0日 

《
 

委
員

畏
 
中

野
 
修
三
 

副
委
員
長
 
北
川
 

一
郎
 

委
 
員
 
和
 

田
 
．
新
 

●

・
 

土
岐
 
令

次
 

ニ
十
ニ
日
 
盛
大
 

に
 
起
 
工
 
式
 

西
北
郡
民
多
年
の
要
望
で
あ
つ
た
乾
橋
の
架
替
工
事
は
い
よ
？く
、
総
工
費
二
億
円
、
三
カ

年
計
画
で
着
エ
す
る
こ
と
に
な
り
．
第
一
期
今
年
庭
分
橋
脚
基
盤
打
込
工
事
は
五
所
川
原

市
斎
勝
組
で
落
札
〔
一
千
五
百
万
円
〕
直
ち
に
作
業
が
始
め
ら
れ
た
の
で
、
県
で
は
五
所

川
原
市
並
に
乾
橋
架
替
工
事
期
成
同
盟
会
と
共
催
で
ニ
十
二
日
建
設
大
臣
代
理
緒
方
事
務

官
、
山
崎
知
事
、
藤
田
県
道
路
課
長
、
県
議
会
議
長
代
理
外
川
副
議
長
、
五
所
川
原
市
長

代
理
高
橋
総
務
部
長
、
原
商
工
会
鵬
所
会
頭
等
官
民
来
賓
ニ
百
余
名
参
列
し
て
感
大
な
起
 

待
望

の
乾
橋

架
替
工

事
 

副

葛
西
氏
 

選
で

き
め
る
 

予
 

小
田
桐
源
太
郎

ク
 

葛
 
西
 

保

ク
 
外

崎
彦

太
郎
 

（
 
仙
庭
 

栄
八
 

◇
経
済
常
住
委
員
 

（
八名
）
 

委
員
畏
 

福

士
 
孝
一
 

副
委
員
長
 
原

田

市
太
郎
 

員 
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茎塁冨歪繁三五‘“佐プI' 
郎良β雄一雄信昭 

舞鷺
か
驚
織溝
譲
麟
難麟
麟
燕
「
 

響
霧
羅
難
醒
野
軒
糾
』い
獅
鉢
 
晴

れ
の
戴
帽
式
 
静
奥接
旺超
襲
器
議
網
「鞠
曾

，
島「

ソ
鷲
撫
津」
噴
 

範
，
響
鯛
競
襲
輪
鶴
紹
鐸
葬繊
報
聾
麗
毅
謡
鐘
繊
陰」
競
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世
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れ
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